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9/18   第79回ディスレクシアセミナー
「ディスレクシアとは？」

チャリテイー絵画展

NPO EDGE 創立20周年記念シンポジウム

LSA(学習支援員)養成講座･2022本コース

認定NPOエッジ２０周年を機会に始まる新たな動きとして、第１回目のDXネットワークが始まりま

した。参加条件はディスレクシア当事者及び研究者により、１８歳以上から４０歳まで、ズーム

で打ち合わせをするので所在地は何処にいても大丈夫、ネットワーク作りに協力出来ると言う四

条件で７名の有志に集まって頂きました。初回は互いの自己紹介、長所と短所と工夫を共有する

所から始めました。お互いに共通点や相違点がある事が分かりました。ディスレクシア当事者の

特性のアーカイブとして発展させて行きたく。

LSA(学習支援員)養成講座･2022本コース

第一回　DXネットワークについて

得意（仕事）
カラスと対話するドローンや風をエネルギー源として自動航行するドローンヨットの
開発を通して、ヒューマン・コンピュータ・インタラクション、アニマル・コンピュ
ータ・インタラクション、UI/UXの研究、コンサルティングをしています。

苦手
遅読。文字での知識のインプットが苦手です。

工夫
基本的に文字以外の情報をマルチモーダル
（多感覚）にインプットをします。例えば読み
上げアプリで音をインプットします。またその
音声情報を思い出したい時は散歩等をしながら
聴きます。そうすると、聞いた時の風景と関連
付けして情報を思い出せます。他には図入りの
本を通じて、覚えたい内容をおおまかに視覚的
に覚えます。ヨットドローン開発・センスフォイル CEO

東京大学大学院、デジタルハリウッド大学卒
シンガポール大学リサーチフェローを経て

末田航さん

今回は参加頂いた末田航さんを紹介致します！

認定NPO法人エッジ２０周年

EDGEな人々



EDGEの活動EDGEの活動

https://www.npo-edge.jp/support/assessment/

●各種オンライン講座、 アセスメントと相談事業、 音声教材の提供とサポート、 ディスレクシア の交流会、 様々な活動を行なっております。

子どもの能力を引き伸ばす支援ができるようになる

英語の困難にもこんな工夫を 集団アセスメント始めました

ZOOM で開催

DX セミナー

読み書き困難指導・支援講座

集団アセスメント
日本財団助成事業

読み書きの困難に関する 「集団アセスメント」 をスタート

しました。 7 月に星槎国際高校で 実施したのを皮切りに、

11 月には港区の小中学校の希望者に行います。 並行し

て教職員へ の研修を提供し、 アセスメントで 「困難あり」

と判明した生徒への支援方法も伝授してい きます。

今後各地へ広げていく予定です。 ( 日本財団助成事業 )

気づいてほしい読み書きの困難
読み書き困難指導 ・ 支援講座　e-learning 講座

読み書きの困難で困っている子どものアセスメント、 指導 ・

支援にあたっての心構え、 ICT の活用、 英語の指導 ・ 支

援など幅広い内容が e-learning で学べます。 子どもに読

み書きを教える教育関係の方はもとより、 教員を志している

方、 保護者の方も是非ご受講下さい。

大好評！ 読み書き困難指導 ・ 支援講座テキスト 『子どもの見方の
「教え方」』 は EDGE ホームページ （EDGE Web ショップ）
からご購入いただけます。

第３期 （12 ～ 2 月） 受講生は、11月1日から募集します。

Peatix EDGE グループのフォローをして頂くと、 新規の講座、

イベントの公開情報が Peatix ご登録のメールアドレスに届きます。

LSA（学習支援員）養成講座・本コース2022開講

単発講座受講生募集中

LSA 養成講座 

7 月 31 日に LSA 本コース 2022 が開講致しました。

今年も教育・医療・福祉の専門家や当事者の講座が盛

り沢山！の本コース講座を単発受講することが可能です。

ＤＣＤ不器用な子どもの理解と支援 （中井昭夫先生）

各教科の指導について　国語 （上條大志先生） 算数

（熊谷恵子先生） 英語 （村上加代子先生）

感覚過敏な子どもたちの理解とサポート （尾崎ミオ氏）

各講座、当日開始 30 分前まで
お申し込みが可能です。

お申し込みは Peatix へ

http://www.npo-edge.jp/event-lecture/dxseminar/

８月のセミナーは 「アセスメントでわかる英語の困難」 と

いう話題でした。 今回は保護者よりも現場で実際に関係

する教育関係者が多く参加されました。 英語に困難さを伴

う生徒に対し、 課題の量と質を変更して調整する等、 適切

な指摘がありました。
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3 名の異才を放つ アーティストたちの作品を展示販売いたします。 

●各種オンライン講座、 アセスメントと相談事業、 音声教材の提供とサポート、 ディスレクシア の交流会、 様々な活動を行なっております。 http://www.npo-edge.jp

NPO 法人エッジ 20 周年記念 特別企画展

8 月 20 日、 第 95 回は鎌倉市の岩瀬下関で開催され

ました。 アメリカザリガニが日本で初めて、 養殖された

場所です。 ここで、 ウシガエルのフライとザリガニのゼラ

チンが参加者にふるまわれました。 食後、 ディスレクシア

の情報交換会が行われました。

ウシガエルのフライ

BEAM 主催　夏休みイベント

梨屋アリエ作 「ココロ屋」 を聞いて作文を書くワーク

ショップ 「きみのココロにあるものは ?」 を開催した。

海の日は梨屋アリエさんが講師で自分のココロを袋の

中に表現し言葉にする。 山の日は宮城郁代さんが講師

となり自分のココロを色のびんで表し作文にした。 

参加者は聞いて理解することを実感し 「BEAM を使っ

てみたい。」 という感想が多く聞かれた。

詳しくは右のリンク先へ

パンフレット作製、ホームページリニューアル

「EDGE なミカタ」

20周年記念 NEXT EDGE

DX会多才な男たち展

音声教材 BEAM
文部科学省委託事業

ディスレクシア ( 読み書きの困難 ) の人たちは EDGE

( エッジが効いている、 先端 ) を持っています。

同時に対応を間違えると EDGE( 崖っぷち ) に追いや

られてしまいます。 本人、 保護者、 支援者、 教育関係

者そして社会の見方を変え 味方を増やすために社会の

啓発、 本人 ・ 保護者のエンパワメント、 支援者の人材

育成、 そ してつながるネットワークに力を入れています。

20 年の歩みとこれからのエッジとしての啓発、 支援と

ネットワークが見える記念冊子が できました。 ホームペ

ージをリニューアルしました。 ぜひ一回訪問してください。

冊子希望者はこちらから

ディスレクシアという才能

海の日 山の日

ホームページ

マッケンジー・ソープ・西嶋豊彦・藤堂高直

会場 : 江夏画廊 Gallery Enatsu

会期 :2022 年 10 月 22 日 ( 土 ) ー 30 日 ( 日 )

OPEN:11:00-19:00 

会期中、 藤堂もしくはエッジスタッフが会場におります。



ディスレクシア（Dyslexia）とは、知的能力及び一般的な理解能力に
特に異常がない LD（学習障害）の中でも、文字の読み書きの学習に
著しい困難を示す状態です。EDGE は、ディスレクシアの正しい認識の
普及と教育的な支援を目的とした、特定非営利活動法人（NPO）として
2001 年１０月に設立 ・認定され活動しています。

EDGE は、２０１７年９月１４日に認定 NPO になりました。

EDGE60号 ２０２２年10月２５日発行／発行 認定 NPO 法人エッジ

東京都港区芝４−７−１ 西山ビル４階／ Tel.03-6809-4465

http://www.npo-edge.jp ／ E-mail:edgeinfo@npo-edge.jp

制作　NPO 法人エッジ

ユニバーサルデザイン（UD）の考え方に

基づき、より多くの人へ適切に情報を伝え

られるよう配慮した見やすいユニバーサル

デザインフォントを採用しています。

NPO法人エッジの活動は、支援者の方々のご寄付により
成り立っております。皆様のサポートにより、ディスレクシア
のことを広く知っていただき、ディスレクシアに人たちが本
来の力を発揮できる環境を提供できるようになります。
ディスレクシアの人たちが活き活きとできる社会の実現に、
是非ご協力の程、よろしくお願い致します。

イラスト出典：
http://www.okayama-tbox.jp/kyoudou/pages/k0302

港区ふるさと納税
（東京都在住の方もご利用いただけます）
７割がエッジへのご支援となります

ご寄付のお願い

○賛助会員　　一口　３０００円　何口でも

○一回の寄付　３０００円から　おいくらでも　

○マンスリー会員　毎月５００円から

認定NPOエッジへの寄附をすると？
読み書きが困難な人たちが本来の力を発揮して活躍できる社会へ

あなたのご寄付で一人でもディスレクシアの人の力を社会へ。
認定NPO法人に対して寄附をした場合、寄附者も税の優遇措置
を受けることが可能となります。つまり、寄附者にとっても寄附をす
ることでメリットが生じます。

ご寄付について


